
内
閣
衆
質
一
六
二
第
一
〇
五
号

平
成
十
七
年
八
月
二
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
松
木
謙
�
君
提
出
ふ
る
さ
と
銀
河
線
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
七
年
八
月
二
日
受
領

答
弁
第
一
〇
五
号



衆
議
院
議
員
松
木
謙
�
君
提
出
ふ
る
さ
と
銀
河
線
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

鉄
道
は
、
高
速
性
、
大
量
性
、
定
時
性
、
安
全
性
等
の
特
性
を
有
す
る
公
共
交
通
機
関
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。
特
に
、
高
齢
者
等
の
い
わ
ゆ
る
交
通
弱
者
に
と
っ
て
は
、
都
市
圏
に
お
い
て
は
、
鉄
道
が
そ
の
日
常
生
活
を
支
え
る

中
核
的
な
交
通
手
段
の
一
つ
と
な
っ
て
お
り
、
鉄
道
の
持
つ
定
時
性
、
安
全
性
等
の
特
性
に
つ
い
て
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
方
圏
に
お
い
て
い
わ
ゆ
る
交
通
弱
者
の
日
常
生
活
の
交
通
手
段
を
ど
の
よ
う
に
確

保
す
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
実
状
や
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
、
こ
の
よ
う
な
鉄
道
の
持
つ
特
性
も
踏
ま
え
、

各
地
域
の
主
体
的
な
判
断
に
よ
り
、
地
域
交
通
に
係
る
輸
送
手
段
が
選
択
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

交
通
政
策
に
お
け
る
鉄
道
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
含
め
、
平
成
十
二
年
十
月
十
九
日
の
運
輸

政
策
審
議
会
の
答
申
「
二
十
一
世
紀
初
頭
に
お
け
る
総
合
的
な
交
通
政
策
の
基
本
的
方
向
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
示
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
鉄
道
に
関
す
る
施
策
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

鉄
道
は
、
我
が
国
全
体
と
し
て
見
た
場
合
、
一
人
の
旅
客
を
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
移
動
さ
せ
る
際
に
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭

一



素
量
で
比
較
す
る
と
、
他
の
公
共
交
通
機
関
に
比
べ
て
そ
の
排
出
量
が
小
さ
く
、
環
境
負
荷
の
小
さ
い
交
通
機
関
で
あ
る
。

環
境
政
策
の
観
点
か
ら
見
た
交
通
機
関
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
七
年
四
月
二
十
八
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
京
都
議

定
書
目
標
達
成
計
画
に
基
づ
き
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
、
鉄
道
を
含
め
た
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
、
環
境
的
に
持

続
可
能
な
交
通
の
実
現
等
に
よ
り
、
交
通
シ
ス
テ
ム
の
効
率
化
等
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
銀
河
線
を
経
営
し
て
い
る
北
海
道
ち
ほ
く
高
原
鉄
道
株
式
会
社
に
対
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
旧
国
鉄
の
鉄
道
施

設
が
譲
渡
さ
れ
た
際
の
特
定
地
方
交
通
線
特
別
交
付
金
（
四
十
二
億
円
）
の
交
付
、
営
業
開
始
後
五
年
間
に
わ
た
る
特
定
地

方
交
通
線
転
換
鉄
道
等
運
営
費
補
助
金
（
約
十
二
億
円
）
の
交
付
及
び
列
車
集
中
制
御
装
置
や
自
動
列
車
停
止
装
置
の
設
置

な
ど
の
安
全
対
策
に
対
す
る
鉄
道
軌
道
近
代
化
設
備
整
備
費
補
助
金
（
約
四
億
円
）
の
交
付
に
よ
る
財
政
的
な
支
援
を
行
う

と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
、
経
営
面
や
技
術
面
に
お
け
る
各
般
の
指
導
等
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
平
成
十
七
年
四
月
二
十
一
日
に
北
海
道
ち
ほ
く
高
原
鉄
道
株
式
会
社
か
ら
ふ
る
さ
と
銀
河
線
に
係
る
鉄
道
事
業
の

廃
止
の
届
出
が
行
わ
れ
る
前
に
お
い
て
、
平
成
十
五
年
三
月
に
地
元
自
治
体
等
関
係
者
に
よ
る
協
議
会
が
設
置
さ
れ
、
二
年

間
に
わ
た
り
、
ふ
る
さ
と
銀
河
線
に
関
す
る
諸
課
題
及
び
方
向
性
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
と
聞
い
て
い

二



る
。な

お
、
当
該
廃
止
の
届
出
が
行
わ
れ
た
後
に
お
い
て
も
、
国
土
交
通
省
北
海
道
運
輸
局
に
お
い
て
、
今
回
の
廃
止
が
行
わ

れ
た
場
合
に
お
け
る
公
衆
の
利
便
の
確
保
に
関
し
て
関
係
自
治
体
等
か
ら
意
見
聴
取
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
北
海
道
知
事

か
ら
の
申
出
を
受
け
て
、
地
元
自
治
体
等
を
構
成
員
と
す
る
「
ふ
る
さ
と
銀
河
線
代
替
交
通
確
保
協
議
会
」
が
設
置
さ
れ
、

ふ
る
さ
と
銀
河
線
の
廃
止
が
行
わ
れ
る
ま
で
の
間
に
関
係
者
間
の
調
整
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
代
替
交
通
機
関
の
確
保
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

現
在
の
と
こ
ろ
、
北
海
道
ち
ほ
く
高
原
鉄
道
株
式
会
社
に
対
し
て
、
ふ
る
さ
と
銀
河
線
の
経
営
を
引
き
受
け
た
い
と
申
し

入
れ
て
い
る
者
が
あ
る
と
は
聞
い
て
い
な
い
。
な
お
、
「
ふ
る
さ
と
銀
河
線
代
替
交
通
確
保
協
議
会
」
に
ど
の
よ
う
な
者
を

参
加
さ
せ
る
か
に
つ
い
て
は
、
地
元
自
治
体
等
を
構
成
員
と
す
る
同
協
議
会
の
判
断
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

鉄
道
事
業
が
廃
止
さ
れ
た
場
合
に
、
当
該
鉄
道
事
業
の
用
に
供
し
て
い
た
土
地
及
び
施
設
を
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
か
に

つ
い
て
は
、
基
本
的
に
そ
の
所
有
者
で
あ
る
旧
鉄
道
事
業
者
に
お
い
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
事
項
で
あ
る
。三


